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図 1 現行の一般廃棄物処理基本計画の進捗状況と計画改定のポイント（振り返り） 

 

1 リデュース・リユース施策の継続的な展開 

2 ごみ減量についての効果的な周知 

3 区民ひろば等の地域拠点の活用 

4 事業者との連携によるリデュース・リユースの推進 

1 わかりやすく効果の高い分別の検討 

2 事業者の自主的取り組みとの協働 

3 事業系ごみのリサイクルの促進 

4 集団回収の積極的活用 

5 新たなリサイクルの拡充 

1 適正分別・適正排出の徹底 

2 有害物質等の適正処理 

3 事業者の民間収集移行促進 

4 各戸収集・有料化 

基
本
方
針
２
：
質
の
高
い

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現 

基
本
方
針
１
：
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
の
推
進 

基
本
方
針
３
：
安
定
的

で
適
正
な
ご
み
処
理 

5 連携の場の創出とリーダー育成 

数値目標の達成状況 

計画項目の進捗状況 

※食品ロス対策などの新たな取り組みについて、検討が必

要 

※古紙類（雑がみ）やプラスチックなどの資源が、可燃ご

みに多く含まれている 

※事業者に対する啓発などを継続的に続ける必要あり 

※引き続き適正分別・適正排出の指導が必要 

※本区は事業所が集中しており、事業系ごみ減量・資源化

のさらなる促進が必要 

食品ロス削減の推進 

事業系ごみ対策 

ごみ・資源の適正排出

促進 

区民 1人 1日あたりのごみ量 

資源化率 

令和 5年度 

（2023年度） 

 

480g/人日 
 
 

28.4％ 

令和 10年度 

（2028年度） 

 

436g/人日 
 
 

33.7％ 

目 標 実 績 

平成 30年度 

（2018年度） 

 
 
 
 

 

○現在までのところ、目標値をクリア

する方向で推移 523g/人日 

21.6％ 
×このままで推移した場合、計画目標

の達成は困難 

・継続的な取り組みと効果的な方策の検討が必要 

・食品ロス対策、レジ袋対策などを引き続き推進 

・様々な場を活用した各種主体との連携推進につい

て、引き続き検討が必要 

・引き続き自主的な取り組みの促進が必要 

・「金属・陶器・ガラスごみ」の資源化を開始 

・引き続き取り組むことが必要 

・検討を継続 

・現在、再生資源の市況が悪化しており注視が必要 

国や都の状況 

東京都 

・ゼロエミッション東京戦略 

・同、プラスチック削減プログラム 

国 

・食品ロス削減推進法 

・プラスチック資源循環戦略 

・家庭での食品ロス削減 

・飲食店などでの食品ロス削減 

・排出抑制の促進 

・資源分別と適正排出の推進 

・ごみ中のプラスチック類の削減 

・古紙類等の分別の徹底 

計画改定のポイント 

など 
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図 2 計画改定の方向性について（イメージ） 

 

1 リデュース・リユース施策の継続的な展開 

2 食品ロス削減の推進 

3 区民・事業者への情報発信 

4 事業者との連携によるリデュース・リユースの推進 

1 プラスチック製容器包装分別収集の導入検討 

2 事業者の自主的取り組みの促進 

3 事業系ごみのリサイクルの促進 

4 集団回収の積極的活用 

1 適正分別・適正排出の徹底 

2 有害物質等の適正処理 

3 事業所への情報提供・指導 

4 ごみ収集有料化等の調査・検討 
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5 区民の活動支援と連携の場の創出 

○2R（リデュース・リユース）施策【継続】 

ごみのリサイクル（再生利用）や適正処理よりも、リデュース（発生抑制）、リユース（再使

用）が優先される原則の下、継続的な取り組みを進めます。 

○食品ロス対策【新規・強化】 （※計画改定ポイントとして取り上げ） 

リデュース施策の中でも、食品ロス対策が国内外で重要な施策テーマになっていることを踏ま

え、区としての食品ロス対策を計画的に進めます。 

○区民・事業者への情報発信【継続】 

引き続き、ごみ減量にかかる効果的な情報発信を図っていきます。 

○区民・事業者との連携【改善・継続】 

区民の主体的な取り組みを支援するため、区は情報提供やコーディネーターとしての役割を果た

していきます。事業者に対しても、包装材や食品ロスの削減などを通じ、消費者にごみ減量行動

を働きかけられるよう、引き続き連携を図っていきます。 

また、各主体の情報交換・交流の場の創出にも引き続き取り組んでいきます。 

 

○プラスチック製容器包装分別収集の導入検討【新規】（※計画改定ポイントとして取り上げ） 

資源リサイクルの一層の推進に向け、現在の食品トレイ・ボトル類回収に代わり、プラスチック

製容器包装全体の分別収集を導入することの是非について検討します。 

○事業者の自主的取り組みの促進【継続】 

店頭回収や下取り・引き取りなど、事業者による自主的な資源回収を引き続き促していきます。 

○事業系ごみのリサイクルの促進【継続・強化】（※計画改定ポイントとして取り上げ） 

事業者への指導など、事業系ごみのリサイクルの促進に向けた取り組みを強化します。 

○集団回収の活用【継続】 

集団回収について、再生資源市場の動向を注視しつつ、引き続き継続・拡大を図っていきます。 

 

○適正分別・適正排出の徹底【継続・強化】 （※計画改定ポイントとして取り上げ） 

資源分別の徹底や不適正排出の防止など、引き続き取り組んでいきます。 

○有害物質等の適正処理【継続】 

水銀等の有害物質や爆発性のある危険物など適正処理を継続します。 

○事業所への情報提供・指導【継続・強化】 （※計画改定ポイントとして取り上げ） 

民間収集への移行や有料ごみ処理券の適正貼付指導を継続するとともに、資源分別の徹底を強化

していきます。 

○ごみ有料収集等の調査・検討【継続】 

都区部や東京都との連携を取りながら引き続き検討していきます。 

○災害廃棄物対策【新規】 

東京都の災害廃棄物処理計画策定をふまえ、区としての災害廃棄物対策の重要性を示します。 

 

基本方針 計画改定の考え方（案） 改定計画項目のイメージ（案） 

5 災害廃棄物対策 


